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　最近の業績の動向等を踏まえ、平成19年5月14日の決算発表時に公表した業績予想を下記のとおり修正いたし

ますのでお知らせいたします。

業績予想数値の修正

（１）平成２０年３月期中間連結業績予想数値の修正（平成19年4月1日～平成19年9月30日）

前 回 発 表 予 想 (A) 59,000 1,200 1,450 400 6.01

今 回 修 正 予 想 (B) 60,561 959 1,194 183 2.76

増 減 額 (B) － (A) 1,561 △ 240 △ 255 △ 216 －

増 減 率 (%) 2.6 △ 20.0 △ 17.6 △ 54.1 －

（ご参考）前年中間期実績

（平成19年3月中間期）
55,035 1,155 1,410 357 5.38

（２）平成２０年３月期中間個別業績予想数値の修正（平成19年4月1日～平成19年9月30日）

前 回 発 表 予 想 (A) 57,300 1,400 1,700 800 12.00

今 回 修 正 予 想 (B) 58,844 1,205 1,598 621 9.32

増 減 額 (B) － (A) 1,544 △ 194 △ 101 △ 178 －

増 減 率 (%) 2.7 △ 13.9 △ 6.0 △ 22.3 －

（ご参考）前年中間期実績

（平成19年3月中間期）
53,243 1,371 1,688 731 10.99

［修正の理由］
　当中間期の業績につきましては、ＬＰガスの輸入価格及び原油価格の急騰と、夏場の記録的な猛暑による販売
数量の減少により、利益の確保が難しい状況が続きました。
　当中間期の売上高は、販売単価が上昇したことにより連結・個別ともに当初計画を上回る見込みです。
　一方、仕入価格の上昇によるコストアップ分を販売単価に転嫁しきれなかった影響等により、営業利益・経常
利益・中間純利益は連結・個別ともに当初計画を下回る見込みです。
　なお、通期の業績予想につきましては、エネルギー市場の動向が先行き不透明な要素を含んでいるものの、冬
場の繁忙期を迎えることで売上高・営業利益の回復が期待できることから、前回決算発表時（5月14日)公表の通
期の業績予想は変更しておりません。

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様
　々な要因によって予想数値と異なる場合があります。
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